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　市川市議会は年４回、２月、６月、
９月、12月に定例会を開きます。
　（開会予定日は６面に掲載）
　今号は11月 20日の発行となり
ましたが、原則として定例会が終了
した月の翌々月の第２土曜日と１月
１日に発行（新聞折り込み）してい
ます。

９月定例会

平
成
21
年
度
決
算
を
認
定

補
正
予
算
案
な
ど
を
可
決

　

市
議
会
は
、
平
成
22
年
９
月
定
例
会
を
９
月

３
日
か
ら
10
月
７
日
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

９
月
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
市
川
市
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
延
命
化
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
、

市
川
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
、

財
政
調
整
基
金
積
立
金
や
中
山
参
道
地
区
街
な

み
環
境
整
備
事
業
補
助
金
な
ど
25
億
７
９
４
２

万
３
千
円
を
補
正
す
る
平
成
22
年
度
市
川
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
な
ど
の
議
案
13
件

と
、
報
告
５
件
、
諮
問
１
件
が
提
出
さ
れ
、
議

員
か
ら
は
、
子
宮
頸
が
ん
の
予
防
措
置
実
施
の

推
進
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
な
ど

の
発
議
８
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、

陳
情
の
審
議
、
31
人
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果
、
市
長
提
出
議
案

の
13
件
を
原
案
通
り
可
決
し
た
他
、
議
員
提
出

の
意
見
書
案
５
件
を
可
決
、
３
件
を
否
決
し
ま

し
た
。
こ
の
他
、
陳
情
５
件
を
不
採
択
と
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
審
査
し
た

平
成
21
年
度
市
川
市
一
般
会
計
、
特
別
会
計
及

び
公
営
企
業
会
計
決
算
を
賛
成
多
数
で
認
定
し

ま
し
た
。
（
一
般
質
問
は
２
～
５
面
に
掲
載
。
決

算
審
査
、
審
議
結
果
一
覧
は
６
面
に
掲
載
）

　

な
お
、
市
川
市
交
通
対
策
審
議
会
委
員
に
竹

内
清
海
議
員
を
推
薦
し
ま
し
た
。

整備される中山参道地区　①無電柱化された参道　②法華経寺黒門　③法華経寺境内のトイレ　④龍王池の防護柵

決算審査特別委員会

委員長　　　　佐藤　義一

副委員長　　　二瓶　忠良

委　員
荒木　詩郎　　松葉　雅浩

増田　三郎　　小林　妙子

井上　義勝　　鈴木　啓一

寒川　一郎

①

②

③

④

● 議員の寄附や年賀状（答礼のための自筆によるものを除く）は公職選挙法で禁止されています ●

◆
議
　

案

○
市
川
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
延
命
化
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

　

既
定
予
算
に
基
づ
く
市
川
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
延
命
化
工
事
に
つ
い
て
、
総
合
評

価
一
般
競
争
入
札
を
行
っ
た
結
果
、
落
札
者
で
あ
る
カ
ワ
サ
キ
プ
ラ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
ズ

株
式
会
社
東
京
本
社
と
の
間
に
工
事
請
負
仮
契
約
を
締
結
し
た
の
で
、
市
川
市
議
会
の

議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
第
２
条
の
規
定
に

よ
り
提
案
す
る
も
の
で
す
。

　
　

【
主
な
質
疑
】

　

「
請
負
金
額
の
54
億
６
千
万
円
は
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
新
設
す
る
場
合
と
比
べ
、

10
年
間
で
約
１
４
６
億
円
の
コ
ス
ト
削
減
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
稼
働
し
な
が
ら
工

事
を
実
施
す
る
な
ど
、
延
命
化
工
事
は
難
易
度
が
高
い
と
も
聞
い
て
い
る
。
結
局
10
年

も
も
た
ず
、
重
ね
て
費
用
が
か
か
り
、
建
て
替
え
た
ほ
う
が
良
か
っ
た
と
い
っ
た
リ
ス

ク
は
な
い
の
か
。
」
と
の
質
疑
に
対
し
、
「
建
て
替
え
の
検
討
を
始
め
た
平
成
15
年
当
初

に
は
、
延
命
化
工
事
は
困
難
と
の
認
識
を
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
部
内
や
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
を
交
え
た
検
討
の
結
果
や
、
幾
度
か
の
大
規
模
修
繕
の
経
験
な
ど
を
勘
案
し
、

延
命
化
工
事
は
難
易
度
が
高
い
が
可
能
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
た
。
リ
ス
ク
は
ゼ
ロ

で
は
な
い
と
思
う
が
、
施
設
管
理
者
と
協
力
し
、
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
」

と
の
答
弁
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

○
市
川
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
事
業
の
健
全
な
運
営
を
図
る
た
め
、
国
民
健
康
保
険
税
の
基
礎
課
税

額
の
課
税
限
度
額
及
び
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
の
課
税
限
度
額
を
引
き
上
げ
る

も
の
で
す
。

○
市
川
市
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

奉
免
団
地
に
隣
接
し
て
所
在
す
る
教
職
員
住
宅
を
平
成
23
年
２
月
１
日
か
ら
市
営
住

宅
と
す
る
た
め
、
奉
免
団
地
の
戸
数
を
増
や
す
と
共
に
、
建
物
の
老
朽
化
に
よ
り
入
居

者
が
退
去
し
た
木
造
平
家
建
て
の
八
幡
団
地
１
戸
の
供
用
を
廃
止
す
る
な
ど
の
条
文
整

備
を
行
う
も
の
で
す
。

○
平
成
22
年
度
市
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

一
般
会
計
補
正
予
算
案
は
、
財
政
調
整
基
金
積
立
金
な
ど
25
億
７
９
４
２
万
３
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
１
２
９
４
億
６
８
５
３
万
６
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

◆
認
　

定

○
平
成
21
年
度
市
川
市
一
般
会
計
、
特
別
会
計
及
び
公
営
企
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

平
成
21
年
度
市
川
市
一
般
会
計
、
特
別
会
計
及
び
公
営
企
業
会
計
決
算
を
監
査
委
員

の
意
見
を
付
け
て
議
会
の
認
定
を
求
め
る
も
の
で
す
。

◆
報
　

告

　

健
全
化
判
断
比
率
、
資
金
不
足
比
率
、
継
続
費
の
継
続
年
度
終
了
に
よ
る
精
算
の
報

告
、
専
決
処
分
の
承
認
等
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
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